
 

主  催     京都府 
 

講演１ メディケア・リハビリ訪問看護ステーション城陽 理学療法士 鶴谷啓明先生 

 

 

 

 

講演２ 宇治武田病院 作業療法士 梅谷敬子先生 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

開催日時 令和元年 9 月 9 日（月）１３：２０～１６：２０（受付開始：１３：００） 

会 場 京都府中丹東保健所 講堂（舞鶴市字倉谷 1350-23） 

   急性期から維持・生活期まで途切れることのない総合リハビリテーション（以下リハ）体制の整備の取り組

みのうち、特に小児・障害児者リハにおけるリハ関連職種 従事者の人材育成、支援並びにリハを中心として医

療・介護・福祉・教育の連携推進を目的として開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

■ 申し込み方法 

裏面の申し込み用紙（当センターＨＰよりダウンロード可能）に必要事項（氏名・職種・職責・施設名・

連絡先住所・電話番号・ＦＡＸ番号等）を記入の上、ファックスにてお申し込み下さい。 

ＵＲＬ： http://www.pref.kyoto.jp/rehabili/index.html 

■ 定員： ３0 名   

■ 締め切り： 8 月３０ 日（金）必着 ※締め切り日前でも定員になり次第申し込み受け付けは締 

めきります。 

■ 対象：障害児者支援施設、行政機関や支援学校、訪問看護ステーション等で従事している看護師、

介護職、支援員、相談員、教員、保育士 等 

■ 参加費：無料 

■ 申し込み・問い合わせ：京都府北部リハビリテーション支援センター（0773-75-7557） 

 小児訪問リハの現状と実際の PT の役割、特にＮＩＣＵから地域に帰ってきた医療的ケアが必要な子ども 

達（特に人口呼吸器が必要な子ども達）への支援の実際についてお話しいただき、日頃ケアを行っている 

支援者の不安や困りごとの解消につながるようなお話をいただく 

支援者の困り感にある「子ども達が見通しを持って生活できるにはどうしたらいいのだろう」といった 

ところに対して、子ども達の感覚・認知機能の評価からつなげた構造化と合理的配慮に着目した支援の 

あり方について、お話しいただく 

http://www.pref.kyoto.jp/rehabili/index.html

